
日

高

川

町

和

佐

寒

川

成

年

氏

蔵
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寒

川

家

古

文

書

読

み

下

し

文

大

坂

状

今

度

為

片

桐

市

正

条

数

申

越

候

之

處

一

圓

同

心

無

之

剰

抱

諸

浪

人

籠

城

之

用

意

其

聞

候

就

中

先

年

秀

頼

為

下

知

石

田

治

部

少

輔

逆

心

之

働

其

注

進

聞

届

從

関

東

ふ

移

時

日
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馳

登

濃

州

青

野

合

戦

切

勝

頗

北

国

西

国

之

追

拂

諸

軍

勢

遂

本

望

候

加

之

生

捕

石

田

治

部

少

輔

安

国

寺

等

渡

京

都

雪
（

行
）

家

康

會

稽

之

恥

辱

其

剋

可

討

果

之

処

太

閤

報

恩

之

故

其

上

以

為

縁

者

助

命

立

置

候

之

処

却

而

企

謀

叛

事

蟷

螂

以

斧

如

何

立

車

縦

一

城

張

鉄

鋼

学

唐

感

陽

宮

雖

為

籠

慮

馬

童
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及

出

陣
ハ

即

時

踏

落

秀

頼

刎

首

事

ふ

可

廻

追

踵

候

恐

惶

謹

言

家

康

大

野

主

馬

殿

同

返

状

芳

墨

令

披

見

候

依

被

仰

越

候

難

題

之

旨

聊

可

承

引

事

無

之

然

而

父

太

閤

秀

頼

及

十

五

歳
ハ

天

下

可

相

渡

之

旨

日

本

之

諸

侍

数

通

之

起

請

文

上

候

事

不

可

有

紛

候

然

処

先

年

石

田

治

部
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少

輔

一

身

之

以

才

覚

雖

覆

天

下

為

不

運

一

不

遂

本

望

其

次

国

々

之

窺

異

見

乍

言

秀

頼

逆

心

之

躰

承

候

何

為

幼

少

有

別

心

哉

併

家

康

表

裏

之

侍

前

代

未

聞

候

早

晩

太

閤

之

忘

厚

恩

秀

頼

一
ヶ

国

不

宛

引

孤

成

今

又

可

討

果

計

略

不

及

是

非

候

一

国

一

城

而

引

請

日

本

腹

切

事

弓

箭

之

可

為

面

目

若

関
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白

叶

天

道

之

正

理

以

神

三

宝

之

納

處

有

之
ハ

家

康

父

子

之

露

命

可

危

者

也

猶

期

一

戦

之

節

候

恐

惶

謹

言

秀

頼

家

康

公
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扣
下

？
（
和
）通

常

こ

の

文

字

は

扣

と

読

む

が

の

ひ

か

え

ぎ

へ

ん

の

よ

う

で

も

あ

り

だ

と

す

れ

ば

和

で

和

佐

の

佐

を

略

し

て
い

る

の

か

も

寅

吉
寅

と

吉
の

く

ず

し

字

和

佐

寒

川

成

年

氏

蔵

二

〇

〇

七

年

二

月

五

日

写
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銅

鏡
１

作

者

銘

藤

原

金

益

銅

鏡
２

作

者

銘

藤

原

吉

宗
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あ

と

が

き

こ

の

大

坂

状

は

日

高

川

町

和

佐

寒

川

成

年

氏

の

家

で

和

紙

八

枚

に

書

き
、

合

わ

せ

鏡

の

間

に

保

存

さ

れ
て

お

り
、

家

人

誰

も

が

今

ま

で

気

付

か

な

か
っ

た

と

云

う
。
こ

の

大

坂

状

と

は

最

初

な
に

か

全

然

判

ら

ず
、

家

康

や

光

秀

の

名

が

出
て

く

る

し
、

貴

重

な

古

文

書

か

と

思
っ

た

が

ネ
ッ

ト

等

で

調
べ

る

と
、

明

治

四

年

学

制

実

施

頃

に

使

わ

れ

た

教

科

書

で
、

原

本

は

東

京

教

育

大

学

付

属

図

書

館

望

月

文

庫
に

所

蔵

さ

れ
て
い

る
こ

と

が

判
っ

た
。

画

像

で

比
べ

る

と

内

容

は

一

部

一

点

違

わ

な
い
。

明

治

九

年
に

和

佐
・

松

瀬

村

で

和

佐

小

学

校

を

丹

生

神

社

拝

殿
に

仮

設

し

た

と
い

う
。

そ

の

当

時

先

生

が

教

科

書

代

わ

り
に

書
い

た

物

を
、

寒

川

家

の

寅

吉

が

後

日

大

事
に

鏡

の

間
に

仕

舞
っ

た

の

で

は

な
い

か

と

考

え

ら

れ

る
。

最

後

の

字

は

扣

で

な

く

和
で
、

寒

川

家

の

住

所

が

下

和

佐
（

小

口
）

で

あ

る
こ

と

か

ら
、

下

和

佐

ひ

か

え

の

略

だ

ろ

う
。

寒

川

家
に

寅

吉

な

る

人

物

が

居
っ

た

か

ど

う

か
、

ま

だ

約

一

五

〇

年

ば

か

り

前

の

事

だ

か

ら
、

寒

川

家
の

誰

か
に

記

憶

あ

る

人

が
い

る
に

違
い

な
い
。

鏡

は

作

者

の

銘

も

は
っ

き

り

と

読

め

る
。
こ

れ

も

ネ
ッ

ト

で

調
べ

る

と
、

明

治

初

め

の

鏡

師

二

名

で
、

全

国
に

作

品

が

残
っ
て
い

る

ら

し
い
。

金

益

の

作

品
に

は

山

形

県

天

童

市

道

満

春

日

神

社
の

ど
う
ま
ん

鏡

が

あ

る
。

平

成

十

九(

二

〇

〇

七)

年

二

月

五

日
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清

水

章

博


